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重要 


安心してお使いいただくために 

このパソコンを お使いになる前に、 このマニュアルを よくお読みになり、正しく安 
全に取り扱ってください。 

このマニュアルは、いつでも参照できるように大切に保管してください。 
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このパソコンをお使いになる前に 


安全にお使いいただくために 

このマニュアルには、本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、「安全上のご注意」をよくお読みになり、理解されたうえで本製 
品をお使いください。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管してください。 


保証書について 

• 保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。 

• 修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。 

• 保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。 

• 保証期間内でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意 
ください（詳しくは、保証書をご覧ください)。 

• 修理後は、パソコンの内容が修理前とは異なり、ご購入時の状態や、何も入っていない状態になっている場合があります。大切なデー 
夕は、フロツピーデイスクや CD/DVD などの媒体にパツクアツプをお取りください。 

• 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造終了後6年間です。 


使用許諾契約書 

富士通株式会社（以下弊社といいます）では、本製品にインストール、もしくは添付されているソフトウェア（以下本ソフトウェアとい 
います）をご使用いただく権利をお客様に対して許諾するにあたり、下記「ソフトウェアの使用条件」にご同意いただくことを使用の条 
件とさせていただいております。 

なお、お客様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウェアをご使 
用いただく前に必ず下記「ソフトウェアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソフトウェアのうちの 
一部ソフトウェアに別途の「使用条件」もしくは「使用許諾契約書」等が、添付されている場合は、本契約に優先して適用されますので、 
ご注意ください。 

ソフトウェアの使用条件 

1. 本 ソフトウェアの使用および著作権 

お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本製品でのみ使用できます。なお、お客様は本製品のご購入により、本ソフトウェ 
アの使用権のみを得るものであり、本ソフトウェアの著作権は引き続き弊社または開発元である第三者に帰属するものとします。 

2. バックアップ 

お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用（バックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本 ソフトウェアの別ソフトウェアへの組み込み 

本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル等記載の要 
領に従って、本ソフトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウェアの複製は、上記「2.」および「3.」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアについては、マニュアル等で弊社が複製を許諾していない限り、予備用（パッ 
クアップ）媒体以外には複製は行わないでください。 

ただし、本ソフトウェアに複製防止処理がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりお客様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠蔽等しない 
でください。 

5. 第三者への譲渡 

お客様が本ソフトウェア（本製品に添付されている媒体、マニュアルならびに予備用パックアップ媒体を含みます）を第三者へ譲渡 
する場合には、本ソフトウェアがインストールされたパソコンとともに本ソフトウェアのすべてを譲渡することとします。なお、お 
客様は、本製品に添付されている媒体を本製品とは別に第三者へ譲渡することはできません。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースェンジニアリングを行うこと 
はできません。 

7. 壁紙の使用条件 

お客様は、 「FMV」 ロゴ入りの壁紙を改変したり、第三者へ配布することはできません。 

8. 保証の範囲 

(1) 弊社は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本製品をご購入いただいた日から90日以内に限り、お申し出 
をいただければ当該不一致の修正に関して弊社が必要と判断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本製品をご購入いただいた日から1ヶ月以内に限 
り、不良品と良品との交換に応じるものとします。 

(2) 弊社は、前号に基づき負担する責任以外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利益、事業の 
中断、事業情報の喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、一切責任を負いませ 
ん。たとえ、弊社がそのような損害の可能性について知らされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第三者が開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第三者が開発したソフトウェアに関する保証 
は、弊社が行う上記 （1) の範囲に限られ、開発元である第三者は本ソフトウェアに関する一切の保証を行いません。 

9. ハイセイフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想 
定して設計 • 製造されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、 
本ソフトウェアを使用しないものとします。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当 
該安全性が確保されない場合、直接生命 • 身体に対する重大な危険性を伴う用途をいいます。 

原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発射制御など 

富士通株式会社 
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マイクロソフト製品サービスパック 

Microsoft ® Windows ® をご利用のお客様がより安定したシステムを運用していく上で、マイク ロソフ ト社はサービスパックを提供しており 
よ"5 ( http :// www . microsoft . com / japan /) 。 

お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト社が提供する Microsoft ® Windows ® にて最も 
安定したシステムを構築できます。 

したがいまして、当社としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前にはサービスパッ 
クの 「 Readme . txt 」 を必ずご確認ください。また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推 
奨いたします。 


データのバックアップについて 

本製品に記録されたデータ（基本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全については、お客様ご自身でパックアップなどの必要 
な対策を行ってください。また、修理を依頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自身でパック 
アップなどの必要な対策を行ってください。 

データが失われた場合でも、保証書の記載事項以外は、弊社ではいかなる理由においても、それに伴う損害やデータの保全•修復などの 
責任を一切負いかねますのでご了承ください。 


添付品は大切に保管してください 

ディスクや マニュアル 等の添付品は、本製品をご購入時と同じ状態に戻すときに必要です。 


液晶ディスプレイの特性について 

• 液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますが、画面の一部に点灯しないドットや、常時点灯するドットが存在する 
場合があります（有効ドット数の割合は99.99%以上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレイの表示しうる全ドット数 
のうち、表示可能なドット数の割合」を示しています）。これらは故障ではありません。交換•返品はお受けいたしかねますのであら 
かじめご了承ください。 

• 本製品で使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異なる場合があります。また、温度変化などで多少の 
色むらが発生する場合があります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

• 長時間同じ表示を続けると残像となることがありますが故障ではありません。残像は、しばらく経つと消えます。この現象を防ぐため 
には、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧めします。 

• 表示する条件によってはムラおよび微少な斑点が目立つことがありますが故障ではありません。 


本製品のハイセイフティ用途での使用について 

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を 
想定して設計 • 製造されたものではありません。 

お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。 

ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に 
対する重大な危険性を伴う用途をいいます。 

• 原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用 
機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など 


有寿命部品について 

• 本製品には、有寿命部品が含まれています。有寿命部品は、使用時間の経過に伴って摩耗、劣化等が進行し、動作が不安定になる場合 
がありますので、本製品をより長く安定してお使いいただくためには、一定の期間で交換が必要となります。 

• 有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境等により異なりますが、1日約8時間のご使用で約5年です。なお、この期間は 
あくまでも目安であり、この期間内に故障しないことをお約束するものではありません。また、長時間連続使用等、ご使用状態によっ 
ては、この目安の期間よりも早期に部品交換が必要となる場合があります。 

• 本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命が尽きた状態で使用し続けると、電解液の漏れや枯渴が生じ、異臭の発生や発煙 
の原因となる場合がありますので、早期の交換をお勧めします。 

• 摩耗や劣化等により有寿命部品を交換する場合は、保証期間内であっても有料となります。なお、有寿命部品の交換は、当社の定める 
補修用性能部品単位での修理による交換となります。 

• 本製品をより長く安定してお使いいただくために、省電力機能の使用をお勧めします。また、一定時間お使いにならない場合は電源を 
お切りください。 

<主な有寿命部品一覧> 

CRT 、 LCD 、 ハードディスクドライブ、フロッピーディスクドライブ、 CD / DVD ドライブ、 

光磁気ディスクドライブ、スマートカードリーダ/ライタ、キーボード、マウス、 AC アダプタ、 

電源 ユニット、フアン 

消耗品について 

• パッテリパックや乾電池等の消耗品は、その性能/機能を維持するために適時交換が必要となります。なお、交換する場合は、保証期 
間の内外を問わずお客様ご自身での新品購入ならびに交換となります。 

24時間以上の連続使用について 

• 本製品は、24時間以上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。 


注意 

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。本製品は、家庭環境で使用する 
ことを目的としていますが、本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

本製品は、 マニュアルに 従って正しい取り扱いをしてください。 


本製品は、国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客様の責任で行っていただくようお願いいたします。 
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無線 LAN について（無線 LAN (IEEE 802.1 la 準拠 、 IEEE 802.11 b 準拠 、 IEEE 802.11 g 準拠) 

搭載機種の場合） 


2.4 DS / OF 4 



• 上記表示の 2.4 GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能です。変調方式として DS - 
SS 変調方式および OFDM 変調方式を採用しており、与干渉距離は 40 m です。 

• 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内 
無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

(1) 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないことを確認してください。 

(2) 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、 
下記の連絡先にご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）についてご相談してください。 

(3) その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたと 
きは、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡先：「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」 

• 本製品は、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内でのみお使いいただけます。また、海外でご使用になる 
と罰せられることがあります。 

• パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は 、 IEEE 802.11 a 準拠 （5 GHz 帯）では見通し半径 15 m 以内 、 IEEE 802.1 lb 
準拠、 IEEE 802.11 g 準拠 （2.4 GHz 帯）では見通し半径 25 m 以内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の構造 • 
材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況等の使用環境により通信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能とな 
る場合もありますのであらかじめご了承ください。 

• IEEE 802.1 lg 準拠と IEEE 802.1 lb 準拠の無線 LAN の混在環境においては 、 IEEE 802.1 lg 準拠は IEEE 802.1 lb 準拠との互換性をとるた 
め 、 IEEE 802. llg 準拠本来の性能が出ない場合があります 。 IEEE 802.1 lg 準拠本来の性能が必要な場合は 、 IEEE 802.1 lg 準拠と IEEE 
802.11 b 準拠を別のネットワークにし、使用しているチャンネルの間隔を5チャンネル以上あけてお使いください。 

• 本製品に内蔵の無線 LAN を 5.2/5.3 GHz 帯でご使用になる場合、電波法の定めにより屋外ではご利用になれません。 

• 航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 


無線 LAN について（無線 LAN (IEEE 802.1 1 b 準拠 、 IEEE 802.1 lg 準拠）搭載機種の場合) 


2.4 DS / OF 4 



• 上記表示の 2.4 GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能です。変調方式として DS - 
SS 変調方式および OFDM 変調方式を採用しており、与干渉距離は 40 m です。 

• 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内 
無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

(1) 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないことを確認してください。 

(2) 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、 
下記の連絡先にご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）についてご相談してください。 

(3) その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたと 
きは、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡先：「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」 

• 本製品は、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内でのみお使いいただけます。また、海外でご使用になる 
と罰せられることがあります。 

_パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、見通し半径 25 m 以内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利用 
になる建物の構造•材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況等の使用環境により通信距離は異なります。また、通信速度の 
低下や通信不能となる場合もありますのであらかじめご了承ください。 

- IEEE 802.1 lg 準拠と IEEE 802.1 lb 準拠の無線 LAN の混在環境においては 、 IEEE 802.1 lg 準拠は IEEE 802.1 lb 準拠との互換性をとるた 
め 、 IEEE 802. llg 準拠本来の性能が出ない場合があります 。 IEEE 802.1 lg 準拠本来の性能が必要な場合は 、 IEEE 802.1 lg 準拠と IEEE 
802.11 b 準拠を別のネットワークにし、使用しているチャンネルの間隔を5チャンネル以上あけてお使いください。 

• 本製品と IEEE 802.11 a 準拠の機器とは、使用している周波数帯域が異なるため、通信できません。ご注意ください。 

• 航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 


本製品には、“外国為替及び外国貿易法”に基づく特定貨物が含まれています。したがって、本製品を輸出する場合には、同法に基づく許 
可が必要となる場合があります。 


本製品は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電 
源装置などを使用されることをお勧めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示） 


本製品は、高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品です。 


本製品の構成部品（プリント基板、 CD / DVD ドライブ、ハードディスク、液晶ディスプレイなど）には、微量の重金属（鉛、クロム、水 
銀）や化学物質（アンチモン、シアン）が含有されています。 


本 パソコンは 電気•電子機器の特定の化学物質 <鉛、 六 価クロム、水銀、カドミウム、ポリブロモビ フエ ニル、ポリブロモジ フエ ニルエー 
テルの6物質 > の含有表示を規定する JIS 規格 「 J - Moss 」 において、化学物質の含有率が基準値以下であることを示す「グリーンマーク 
(非含有マーク）」に対応しています。 

本 パソコン における特定の化学物質 （6 物質）の詳細含有情報は、下記 URL をご覧ください。 
http :// www . fmworld . net / finv / jmoss / 
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ワイヤレスキーボード • ワイヤレスマウスについて（ワイヤレスキーボード ■ ワイヤレスマウス添 
付機種の場合） 


2.4 DS 1 



上記表示の 2.4 GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能です。変調方式として DS-SS 
変調方式を採用しており、与干渉距離は 10 m です。 

この機器の使用周波数は Z 4 GHz 帯です。この周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製 
造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無 
線局」と略す）が運用されています。 

• この機器を使用する前に、近くに医療機関や工場がないことを確認してください。 

• 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使用場所 
を変えるか、または機器の運用を停止してください。 

• 航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 

• 不明な点、その他お困りのことが起きたときは、お買い求めの販売店または「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」までお申 
しつけください。 


商標について 

Microsoft は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
SD メモリーカードは、商標です。 

「メモリースティック」および FeliCa は、ソニー株式会社の商標または登録商標です。 
xD-Picture Card ™, xD - ピクチャーカード 1 M は、富士写真フイルム株式会社の商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標または登録商標です。 

All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMITED 2007 
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1 安全上のご注意 


安全にお使いいただくための絵記号について 


この マニュアルでは、 いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に正しくお使 
いいただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するた 
めの目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理解の 
うえ、お読みください。 


△警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を 
負う可能性があることを示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、 
および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号 
を使っています。 


A 

△で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中 
やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 


s で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

❶ 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の 
中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


警告ラベル/注意ラベル 

本製品には警告ラベルおよび注意ラベルが貼ってあります。 

警告ラベルや注意ラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでください。 


6 











安全上のご注意 


本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。本製品をお使 
いになる前に、必ずお読みになり、正しく安全に、大切に取り扱ってください。 

また、 本製品をお使 レ ヽ になるときは、 マニュアルを よく お読みに なり、 正しくお使 V 、ください。 


バッテリパック/乾電池 

△警告 


乾電池には以下のことをしないでくだ 

破裂 • 液漏れ • 火災 • けが • 周囲を汚す 
原因となります。 

• ショ^一 卜させる 

•力!]熱したり、火の中に入れる 

•端子部分をぬらしたり、水の中に入れる 

•落としたり、ぶつけたり、大きな衝撃を与える 

• 充電する 

• ハンダ付けをする 


指定以外の乾電池は 
使用しないでくださ 
し、。また、新しい乾電 
池と古い乾電池を混 
ぜて使用しないでく 
ださい。 

電池の破裂、液もれにより、火災、けがや周囲を 
汚損する原因となることがあります。 



バソコン本体 、 A C アダプタ 

△警告 


長時間使用しないとき 
は、乾電池の液漏れを 
防ぐため、乾電池を取 
り出しておいてくださ 
い0 

万一乾電池が液漏れ 
し、漏れ出た液が万一、目や口に入ったときは、こ 
すらず水道水などの多量のきれいな水で充分に 
洗った後、すぐに医師の治療を受けてください。 

失明など障害の原因となります。 

液が皮膚や衣類に付着したときは、ただちに水で 
よく洗い流してください。 

皮膚に障害を起こす原因となります。 




乾電池を機器に入れる 
場合は、+ (プラス）と 
-(マイナス）の向きに 
注意し、表示どおりに入 
れてください。 

間違えると電池の破裂 • 
液漏れ • 発火の原因となります。 


〇 本製品を火中に投入、加熱、あるいは端 
子をシヨートさせたりしないでくださ 
し、。 

発煙•発火 • 破裂の原因になります。 


本製品は主電源コ 
ンセントの近くに 
設置し、遮断装置 
(電源プラグ）へ容 
易に手が届くよう 
にしてください。 
万一、機器から発熱や煙、異臭や異音がするなど 
の異常が発生したときは、ただちに機器本体の電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 

その後、異常な現象がなくなるのを確認して、「富 
士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」、また 
はご購入元にご連絡ください。お客様自身による 
修理は危険ですから絶対におやめください。 

異常状態のまま使用すると、感電•火災の原因と 
なります。 


















パソコン本体の内部に水などの液体や 
金属片などの異物が入った場合は、すぐ 
にパソコン本体の電源を切り、電源ブラ 
グをコンセントから抜いてください。 

その後、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ 
窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 
そのまま使用すると、感電•火災の原因となりま 
す。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 



本製品を落とした 
り、カバーなどを破 
損したときは、パソ 
コン本体の電源を 
切り、電源プラグを 
コンセントから抜 
いてください。 

その後、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ 
窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 
そのまま使用すると、感電•火災の原因となりま 
す0 


雷が鳴り出したと 
きは、落雷の可能 
性がなくなるまで 
パソコン 本体 や 
ケーブル類に触れ 
ないでくださし、。 
ケーブル類の接続 
作業は、落雷の可能性がなくなるまで行わないで 
ください。 

落雷の可能性がある場合は、あらかじめパソコン 
本体の電源を切り、その後電源コードをコンセン 
卜から抜き、ケーブル類を取り外しておいてくだ 
さい。 

落雷による感電 • 火災の原因となります。 



0 開口部（通風孔など）から内部に金属類 
や燃えやすいものなどの異物を差し込ん 
だり、落とし込んだりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 




本製品をお客様ご 
自身で改造しない 
でください。また、 
マニュアル 等で指 
示がある場合を除 
いて分解しないで 
ください。 


感電•火災の原因となります。 

修理や点検などが必要な場合は、「富士通パーソナ 
ル製品に関するお問合せ窓口」、またはご購入元に 
ご連絡ください。 


〇 


\ 2 \ 

i 

DJ 


~メモリの取り付けや 
^取り外しを行うとき 
など、本体カバーを 
あける場合は、パソ 
コン本体および接続 
されている機器の電 
源を切り、電源ブラ 
グをコンセントから抜いた後、しばらく経ってか 
ら本体カバーを開けてください。また、モデム搭 
載機種で電話回線からモジュラーケーブルが接続 
されている場合、モジュラーケーブルも取り外し 
てください。 

電話回線から着信があった場合、または落雷が起 
きた場合に感電の原因となります。 



梱包に使用している 
袋類は、お子様の手の 
届くところに置かな 
いでください。 

口に入れたり、頭にか 
ぶったりすると、窒息 
の原因となります。 


取り外したカバー、 
キャップ、ネジ、電池 
などの部品は、小さな 
お子様の手の届かな 
いところに置いてく 
ださい。 

誤って飲み込むと窒 
息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、す 
ぐに医師に相談してください。 
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〇 本体カバーおよび稼動部を開ける場合 
は、お子様の手が届かない場所で行って 
ください。また、作業が終わるまでは大 
人が本製品から離れないようにしてください。 

お子様が手を触れると、本体および本体内部の突 
起物でけがをしたり、故障の原因となります。 


0 パソコン本体や AC アダプタの温度が高 
<なる場所に長時間直接触れて使用し 
ないでください。また、お子様が排気孔 
付近に近寄らないよう注意してください。 

低温やけどの原因になります。 


本製品をご使用に 
なる場合には、部 
屋を明るくして、 
画面からできるだ 
け離れてくださ 
い0 

お使いになる方の 
体質や体調によっては、強い光の刺激を受けたり、 
点滅の繰り返しによって一時的な筋肉のけいれん 
や意識の喪失などの症状を起こす場合があります 
ので、ご注意ください。 

過去にこのような症状を起こしたことがある場合 
は、事前に医師に相談してください。 

また、本製品をご使用中にこのような症状を発症 
した場合には、すぐに本製品の使用を中止し、医 
師の診断を受けてください。 




パソコンやバソコ 
ン 台、テレビ台に 
ぶら下がったり、 
上に乗ったり、寄 
りかかったりしな 
いでください。 
パソコンが落ちたり、倒れたりして、けがや故障 
の原因となります。 

特に、お子様のいるご家庭ではご注意ください。 


本 バソコンの 内部 
に搭載されている 
リチウム電池には 
触らないでくださ 
し、。 

取り扱いを誤る 
と、人体に影響を及ぼすおそれがあります。 
リチウム電池はご自身で交換せずに、「富士通パー 
ソナル製品に関するお問合せ窓口」にご相談くだ 
さい。 




振動している場 
所や傾いたとこ 
')) ろなどの不安定 
な場所に置かな 
いでください。 

本製品が倒れた 
落下して、けがの原因となります。 



本製品を風通しの 
悪い場所、火気の 
ある場所、引火性 
ガスの発生する場 
所で使用したり、 
置いたりしないで 
ください。 


火災の原因となります。 



本製品を風呂場ゃシャ 
ワー室など、水のかか 
るおそれのある場所で 
使用したり、置いたり 
しないでください。 
感電•火災の原因とな 
ります。 


0 X 



本製品の上や周り 
に、花びん ■ コップ 
など液体の入った 
ものを置かないで 
ください。 

水などの液体が本 
製品の内部に入つ 


て、感電 • 火災の原因となります。 
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〇 転倒防止の処置をしてください。 

地震が発生した場合などに、バソコンが 
倒れてけがや故障の原因となります。 
ラックや床、壁などとの間に適切な転倒防止の処 
置を行ってください。 

特に、お子様のいるご家庭ではご注意ください。 


パソコン 台やテレビ 
台を使う場合は、 パ 
ソコンが 台からはみ 
出したり、片寄った 
りしないように載せ 
てください。 

パソコンが 落ちたり、倒れたりして、けがや故障 
の原因となります。 

特に、お子様のいるご家庭ではご注意ください。 


0 矩形波が出力される機器 (UPS (無停電 
電源装置）や車載用 AC 電源等）に接続 
しないでください。 

火災の原因となることがあります。 


0 添付もしくは指定された以外の AC アダ 
プタや電源ケーブルを本製品に使った 
り、本製品に添付の AC アダプタや電源 
ケーブルを他の製品に使ったりしないでくださ 
い。 

感電 • 火災の原因となります。 


注意 


0 使用中のパソコン本体や AC アダプタを 
布などでおおったり、包んだりしないで 
ください。設置の際はパソコン本体と壁 
の間に 10 cm 以上のすき間をあけ、通気孔などの 
開口部をふさがないでください。また、通気孔が 
目詰まりしないように、掃除機などで定期的にほ 
こりを取ってください。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあり 
ます。 


0 本製品の上に重いものを置かないでく 
ださい。 

故障 • けがの原因となります。 


0 本製品を調理台や加湿器のそば、ほこり 
の多い場所などで使用したり、置いたり 
しないでください。 

感電 • 火災の原因となることがあります。 


0 本製品を直射日光があたる場所、閉め 
きった自動車内、ストーブのような暖房 
器具のそばで使用したり、置いたりしな 
いでください。 

感電•火災の原因となることがあります。また、破 
損や故障の原因となることがあります。 




本体カバーを外した 
状態で電源プラグを 
コンセントに差し込 
んだり、電源を入れた 
りしないでくださし、。 
感電•火災の原因とな 
ります。 
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〇 本製品をお使いになる場合は、次のこと 
に注意し、長時間使い続けるときは1時 
間に10〜15分の休憩時間や休憩時間の 
間の小休止を取るようにしてください。 

本製品を長時間使い続けると、目の疲れや首•肩 • 
腰の痛みなどを感じる原因となることがありま 
す。画面を長時間見続けると、「近視」「ドライア 
イ」等の目の健康障害の原因となることがありま 
す。 

• 画面の位置や角度、明るさなどを見やすいよう 
に調節する。 

• なるべく画面を下向きに見るように調整し、意 
識的にまばたきをする。場合によっては目薬を 
さす。 

• 背もたれのあるいすに深く腰かけ、背筋を伸ば 
す。 

• いすの高さを、足の裏全体がつく高さに調節す 
る。 

• 手首や腕、肘は机やいすの肘かけなどで支える 
ようにする。 

• キーボードやマウスは、肘の角度が90度以上に 
なるように使用する。 


A , 本製品（付属品を含む）の廃棄について 

は、 マニュアルの 説明に従ってくださ 
い0 

本製品は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」 
の規制を受けます。 

ワイヤレスキーボード、ワイヤレスマウスなどに 
は乾電池を使用しており、一般のゴミと一緒に火 
中に投じられると乾電池が破裂するおそれがあり 
ます。 

使用済み乾電池の廃棄に ついては、マニュアルの 
説明に従ってください。 


A CD / DVD、PC カー ドなどのト レー やス 
ロッ ト、モデムや LAN のコネクタなど、 
本製品の開口部に、手や指を入れないで 

ください。 

けが•感電の原因となることがあります。 


本製品を移動する場合は、電源プラグを 
コンセントから抜いてください。また、 
接続ケーブルなども外してくださし、。作 
業は足元に充分注意して行ってください。 

電源ケーブルが傷っき、感電•火災の原因となっ 
たり、本製品が落下したり倒れたりして、けがの 
原因となることがあります。 


0 指定外の機器をバソコン本体に接続し 
て電源を取らないでください。 

火災 • 故障の原因となることがありま 
す。 


〇 液晶ディスプレイが破損し、液状の内容 
物が流出して皮膚に付着した場合は、流 
水で15分以上洗浄してください。また、 
目に入った場合は、流水で15分以上洗浄した後、 
医師に相談してください。 

中毒を起こすおそれがあります。 

液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含ま 
れています。 


0 バソコン台やテレビ台の扉は、開けたま 
まにしないでください。 

扉に指をはさんだり、ひっかけたりし 
て、けがの原因となります。 

特に、お子様のいるご家庭ではご注意ください。 



パソコン本体内部の突起物、および指定 
されたスイツチ以外には、手を触れない 


でください。 

けがをするおそれがあります。また、故障の原因 
となることがあります。 
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電源コード 

△警告 



AC アダプタの本体や 
ケーブル、電源コード、 
電源プラグが傷ついて 
いる場合は使用しない 
でください。 

感電•火災の原因とな 
ります。 



電源プラグは、壁 
のコンセント 

( AC 100 V ) に直接 
かつ確実に接続し 
てくださし、。また、 
タコ足配線をしな 
いでください。 


感電•火災の原因となります。 


0 



電源プラグを抜 
くときは電源 
ケーブルを引っ 
張らず、必ず電源 
プラグを持って 
抜いてください。 
電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯線 
が露出したり断線したりして、感電 • 火災の原因 
となることがあります。 



AC アダプタや電源 
プラグはコンセン 
卜から定期的に抜 
いて、コンセントと 
の接続部分のほこ 
りやゴミを乾いた 


布でよくふき取ってください。 

ほこりがたまったままの状態で使用すると感電 • 
火災の原因となります。1年に一度は点検清掃して 
ください。 



濡れた手で電源プ 
ラグを抜き差しし 
ないでください。 

感電の原因となり 
ます。 



AC アダプタの電源プ 
ラグに、ドライバーな 
どの金属を近づけな 
いでください。 

火災•感電の原因と 
なります。 


© 



電源プラグをコンセン 
卜に差し込む前に、必 
ず アース 線をコンセン 
卜の アース ネジへ接続 
してください。 

安全のため、電源プラグにはアース線がついてい 
ます。アース接続しないで使用すると、万一漏電 
した場合に、感電の原因となります。 

アース ネジ付の コンセン トが利用できない場合 
は、お近くの電気店もしくは電気工事士の資格を 
持つ 人に、 アース ネジ付 コンセントの 取り付けに 


ついて ご相談ください。 

電源コードを抜くときは、先に電源プラグを抜い 
てからアース線を外してください。 


電源ケーブルを傷 
つけたり、加工した 
りしないでくださ 
し、。 

重いものを載せた 
り、引っ張ったり、 
無理に曲げたり、ね 
じったり、加熱したりすると電源ケーブルを傷め、 
感電•火災の原因となります。 

修理は、「富士通パーソナル製品に関するお問合せ 
窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 


0 アース 線はガス管には絶対に接続しな 
いでください。 

火災の原因となります。 


AC アダプタや電源ブラ 
グは、コンセントの奥 
まで確実に差し込み、 
不完全な接続状態で使 
用しないでください。 
火災•故障の原因とな 

ることがあります。 
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△注意 


へッドホン 


0 電源ケーブルを束ねた状態で使用しな 
いでください。 

発熱して、火災の原因となることがあり 
ます。 


本製品を長期間使用しないときは、安全 
のため電源プラグをコンセントから抜 
いてください。乾電池を取り外せる場合 
は、乾電池も取り外してください。 

火災の原因となることがあります。 


無線について 

△警告 





無線 LAN、FeliCa ポー 
卜の注意（搭載機種の 
み） 

次の場所では、バソコ 
ン本体の電源を切る 
か、無線通信機能を才 
フにしてくださし、。 

無線機器からの電波 
により、誤動作による 
事故の原因となりま 


す。 

• 病院内や医療用電子機器のある場所 
特に手術室、集中治療室、 CCU (冠状動脈疾患 
監視病室）などには持ち込まないでください。 

• 航空機内など無線通信機能の使用を禁止されて 
いる場所 

• 自動ドア • 火災報知機など自動制御機器の近く 
• 満員電車の中など付近に心臓ペースメーカーを 
装着している方がいる可能性がある場所 

心臓ペースメーカーの装着部位からは 22 cm 
( FeliCa ポートは 12 cm ) 以上離してください。 

電波により ペースメーカーの 動作に影響を及ぼす 
原因となります。 


△注意 


〇 へッドホン■イヤホンをご使用になると 
きは、音量を上げすぎないでくださし、。 

耳を刺激するような大きな音量で聞く 
と、聴力に悪い影響を与える原因となることがあ 
ります。 


〇 電源を入れたり切ったりする前には音 
量を最小にしておいてください。また、 
へッドホン ■ イヤホンをしたまま、電源 
を入れたり切ったりしないでください。 

突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響を 
与える原因となることがあります。 


周辺機器 

△警告 





周辺機器の取り付け 
や取り外しを行うと 
きは、パソコン本体 
および接続されてい 
る機器の電源を切 
り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行うと、感電•火災ま 
たは故障の原因となります。 


〇 周辺機器のケーブルは、本製品や周辺機 
器の マニュアルを よく読み、正しく接続 
してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の 
原因となります。また、 パソコン 本体および周辺 
機器が故障する原因となります。 
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△注意 


「 PC 力ー ド」、 「 SD メモリーカー ド」、 「メ 
/-^\ モリー スティック」、 「 xD - ピクチャー 
カード」の使用終了直後は、 「PC カー 
ド」、 「SD メモリーカー ド」、 「メモリー スティック_!、 
「 xD - ピクチャーカード」が高温になっている こと 
があります。 「 PC 力ー ド」、 「 SD メモリーカー ド」、 
「メモリー スティック」、 「 xD - ピクチャ ーカー ド」を 
取り出すときは、使用後しばらく待ってから取り 
出してください。 

火傷の原因となることがあります。 

(使用できるメディアは、機種により異なります） 


〇 光学式マウスの底面の光を直接見ない 
でください。（添付機種のみ） 

目の痛みなど、視力障害を起こすおそれ 
があります。 


〇 電話回線ケーブル（モジュラーケープ 
ル）の取り外しや接続を行うときは、モ 
ジュラーコンセントの端子部分に触れ 
ないでください。（モデム搭載機種のみ） 

電話がかかってくると電話回線上に電圧がかかる 
ため、電話回線ケーブルを抜いたときにモジュ 
ラーコンセントの端子に触れると感電の恐れがあ 
ります。 


〇 拡張 RAM モジュールの取り付け/取り 
外しをおこなうときは、指をはさんだ 
り、ぶつけたりしないように注意してく 

ださい。 

けがの原因になります。 


〇 電源コードがコンセントに接続されて 
いるときは、本体のカバーを外さないで 
ください。 

感電の原因になります。 


レーザーの 安全性について 

■ CD / DVD ドライプの注意 

本製品に搭載されている CD / DVD ドライ 
ブは、 レーザーを 使用しています。 

■クラス1 レーザー 製品 

CD / DVD ドライブは、クラス1レーザー製 
品について規定している米国の保健福祉 
省連邦規則 （DHHS 21 CFR ) Subchapter J 
に準拠しています。 

また、クラス1レーザー製品の国際規格で 
ある （IEC 60825-1 )、 CENELEC 規格 （EN 
60825-1) および 、 JIS 規格 （ JISC 6802) に 
準拠しています。 

△警告 


/\ 本製品は、 レーザー 光線を装置 カバーで 

/%A 遮断する安全な構造になっていますが、 
次のことにご注意ください。 

• 光源部を見ないでください。 

CD / DVD ドライブのレーザー光の光源部を直接 
見ないでください。 

また、万一の故障で装置カバーが破損してレー 
ザー光線が装置外にもれた場合は、レーザー光 
線を覗きこまないでください。 

レーザー光線が直接目に照射されると、視力障 
害の原因となります。 

• お客様自身で分解したり、修理■改造しないで 
ください。 

レーザー光線が装置外にもれて目に照射される 
と、視力障害の原因となります。 


0 周辺機器などの取り付け、取り外しを行 
う際は、指定された場所以外のネジは外 
さないでください。 

指定された場所以外のネジを外すと、けがをする 
おそれがあります。また、故障の原因となること 
があります。 
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使用上のお願い 


取り扱い上の注意 


バソコンは精密機器です。設置場所と使用環境に注意してご利用ください。取り扱レヽ方法を 

誤ると、故障や破損の原因となることがあります。 

内容をよくご理解のうえ、注意してお取り扱いください。 

パソコン本体の使用環境 

■バソコン 本体の使用環境は、温度10〜35 ° C / 湿度20〜 80 %RH (動作時）、温度-10〜 
60 ° C / 湿度20〜 90 %RH (非動作時）です。 

動作時、非動作時に関わらず、結露しないようにご注意ください。 

結露は、空気中の水分が水滴になる現象です。温度の低い場所（クーラーの効いた場所、 
寒い屋外など）から、温度の高い場所（暖かい室内、炎天下の屋外など）へ移動した時 
に起こります。結露が発生すると故障の原因となりますので、ご注意ください。 

■パソコン 本体の そばで 喫煙すると、 タバコのヤニや 煙が パソコン内部に 入り 、 CPU ファ 
ンなどの機能を低下させる可能性があります。 

■腐食性ガス（温泉から出る硫黄ガスなど）が存在する場所で使用すると、 パソコン 本体 
が腐食する可能性があります。 

_パソコン本体には静電気に弱い部品が使用されています。静電気の発生しやすい場所で 
は使用しないでください。また、使用する前には金属質のものに触れて、静電気を逃が 
してください。 

■パソコン本体の近くで携帯電話や PHS などを使用すると、画面が乱れたり、異音が発生 
したりする場合がありますので、遠ざけてください。 

■ほこりの多い環境では使用しないでください。ファンにほこりが詰まり、放熱が妨げら 
れ、故障の原因となる場合があります。 

_吸気孔や通風孔がほこりなどにより目詰まりすると、空気の流れが悪くなり、 CPU ファ 
ンなどの機能を低下させる可能性があります。掃除機などで定期的にほこりなどを取り 
除いてください。 

•吸気孔や通風孔をふさがないでください。パソコン内部に熱がこもり、故障の原因とな 
ります。 

■通風孔の近くに物を置かないでください。通風孔からの熱で、通風孔の近くに置かれた 
物や手が熱くなることがあります。 

_台所などの油を使用する場所の近くでは、パソコンを使わないでください。 

油分がバソコン内部に入って CPU ファンなどに付着し、放熱性能を低下させる可能性が 
あります。 
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バソコン本体取 y 扱い上の注意 

_衝撃や振動を与えないでください。 

_操作に必要のない部分を押したり、必要以上の力を加えたりしないでください。 

_スピーカー前面を強い力で押したりしないでください。 

_マニュアルに記述されているところ以外は絶対に開けないでください。 

_パソコン本体に接続したケーブル類を引っ張った状態で使用しないでください。 

_磁石や磁気ブレスレットなど、磁気の発生するものをパソコン本体や画面に近づけない 
でください。画面が表示されなくなるなどの故障の原因となったり、保存しているデー 
夕が消えてしまうおそれがあります。 

■水などの液体や金属片、虫などの異物を混入させないようにしてください。故障の原因 
になる可能性があります。 

_パソコン 本体は昼夜連続動作 （24 時間動作）を目的に設計されていません。ご使用にな 
らないときは電源を切ってください。 

バソコンの温度上昇に関して 

■ パソコンの 使用中に、 パソコン 本体が熱を持つために温かく感じられることがあります 
が、故障ではありません。 

パソコン内部からの音に関して 

_パソコン 本体内部からは、 パソコン 本体内部の熱を外に逃がす ためのファンの 音や、ハー 
ドディスクドライブがデータを書き込む音、 CD や DVD などが回転する音などが聞こえ 
ることがあります。これらは故障ではありません。 

バソコンを移動する場合の注意 

_必ず パソコンの 電源を切ってください。電源が入ったままや、スリープ状態のまま持ち 
運ばないでください。また、電源を切ってから動かす場合も、約5秒ほど待ってから動 
かしてください。衝撃によりハードディスクドライブが故障する原因となります。 

_接続しているケーブルなどをすべて取り外してください。 

-パソコン本体を両手でしっかりと持ってください。 

お使いの機種によっては、パソコン本体の持ち方を添付のマニュアル 0『 FMV 取扱ガイ 
ド』で説明している場合があります。あわせてご覧ください。 

■パソコン本体に PC カードや SD メモリーカード、メモリースティック、 xD - ピクチャー 
カードなどをセットしている場合は、必ず PC カードや SD メモリーカード、メモリース 
ティック、 xD - ピクチャーカードなどを取り外してください。 

なお、使用できるメディアは、お使いの機種により異なります。 

液晶ディスプレイの取り扱い上の注意 

_液晶ディスプレイをたたいたり強く押したりしないでください。また、ひっかいたり、先 
のとがったもので押さないでください。 

_液晶ディスプレイにゴムやビニール製品を長時間接触させないでください。表面がはげ 
たり、変質したりすることがあります。 
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ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス（添付の機種のみ） 

次のような環境でお使いになると、周囲からの電波の影響を受けて、ワイヤレスキーボード 
やワイヤレスマウスがうまく動作しないことがあります。 

このような場合には、パソコン本体の向きや位置を変えたり、液晶ディスプレイの傾きを調 
整したり、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスの ID を設定し直したりすることに 
よって、動作する場合もあります。 

■ パソコン 本体を スチール 机 やスチール 棚のような金属製の台の上に載せている 
. パソコン 本体と、 ワイヤレス キーボードや ワイヤレスマウスの 間に電気.電子機器や金 
属製のものを置いている 

■周囲でノイズ源となる電気 • 電子機器（無線機器を含む）を使用している 
■ 周囲にこのパソコンと同じ周波数の電波を使用している機器がある（このパソコンを複 
数台でお使いの場合、無線局の近隣でお使いの場合、周囲でラジコンや無線機をお使い 
の場合など） 

■ パソコン本体を電子レンジの近くに置いている 


雷についての注意 


雷が鳴り出した時は、落雷の可能性がなくなるまでパソコン本体やケーブル類、およびそれ 
らにつながる機器に触れないでください。 

落雷の可能性がある場合は、パソコンの電源を切るだけでなく、すべてのケーブル類を抜い 
ておいてください。 

また、安全のため、ア 1 ―スに接続できる避雷器（雷ガ 1 ード）の設置をお勧めします。 

推奨品：サンワサプライ製 TAP - SPTEL 2 

落雷には、直撃雷と誘導雷の2種類ありますが、 パソコンの 故障は主に誘導雷によって起こ 
ります。雷により周囲に強力な電磁場ができると発生し、電線や電話線などから侵入するの 
が誘導雷です。 パソコンの 場合、電源ケーブル、 テレビのアンテナ 線、外部機器との接続 
ケーブル、電話線（モジュラーケーブル）、 LAN ケーブルなどからの誘導雷の侵入が考えら 
れます。誘導雷を防ぐにはケーブル類を抜くなどの対策が必要です。 

直撃雷は避雷針によって雷を誘導して対象物を保護できますが、避雷器の許容値を超えた非 
常に大きな雷を受けた場合には、避雷器を用いてもパソコン本体を保護できないことがあり 
ます。なお、どのような避雷器をお使いになっても保護できない雷はあり、それは直撃雷と 
誘導雷のどちらでも可能性がありますので、ご了承ください。 

場合によっては、パソコン本体だけでなく、周辺機器などが故障することもあります。落雷 
によるパソコン本体の故障は、保証期間内でも有償修理となります。故障の状況によって 
は、修理費用が高額になることもあるので、ご注意ください。 


17 




疲れにくい使い方 


パソコンを長時間使い続けていると、目が疲れ、首や肩や腰が痛くなることがあります。そ 
の主な原因は、長い時間同じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキーボードを見続けるこ 
とです。バソコンをお使いの際は姿勢や環境に注意して、疲れにくい状態で操作しましょう。 


作業中に休憩をとる 


V 


ブラインドや カー テ 
ンで、外光が直接目 
に入ったり画面に映 
り込んだりしないよ 
うにする 


充分な作業スペース 
を確保する 



目は、画面から 40 cm 
以上離し、画面の高さ 
は水平より下になるよ 
うにする 


背もたれのついた椅子 
を使用し、足や腰を支 
える 


机や肘かけを利用して 
手首や肘を支える 


足の裏がぴったり床に 
つくように、座面の高 
さを調節する 


足元のスペースを確保 
する 


ディスプレイ 

_外光が直接目に入ったり画面に映り込んだりしないように、窓にブラインドやカーテン 
を取り付けたり、画面の向きや角度を調整しましょう。 

_画面の輝度や文字の大きさなども見やすく調整しましょう。 

_ディスプレイの上端が目の位置と同じかやや低くなるように設定しましょう。 

_ディスプレイの画面は、顔の正面にくるように角度を調整しましょう。 

■ 目と画面の距離は、 40 cm 以上離すようにしましょう。 


使用時間 

■ 1時間以上続けて作業しないようにしましょう。続けて作業をする場合には、1時間に10 
〜15分程度の休憩時間をとりましょう。また、休憩時間までの間に1〜2分程度の小休 
止を1〜2回取り入れましょう。 
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入力機器 

_キーボードやマウスは、肘の角度が90度以上になるようにして使い、手首や肘は机、椅 
子の肘かけなどで支えるようにしましよう。 


机と椅子 

■高さが調節できる机や椅子を使いましょう。調節できない場合は、次のように工夫しま 
しょう。 

-机が高すぎる場合は、椅子を高く調節しましょう。 

-椅子が高すぎる場合は、足置き台を使用し、低すぎる場合は、座面にクッションを敷きましょう。 
-椅子は、背もたれ、肘かけ付きを使用しましょう。 

作業スペース 

■ 机上のパソコンの配置スペースと作業領域は、充分確保しましょう。 

■ スペースが狭く、腕の置き場がない場合は、椅子の肘かけなどを利用して腕を支えましよ 
ぅ〇 
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